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日 本 の カバ マダ ラー1970 年 本 州 の 2 つの 記録 と 渡り に つい て の 考察 一 
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Danaus chrysippus in Japan. Two new records from Honsht in 1970 
and some comments on migration. 


AKIRA TAKAHASHI 


カバ マダ ラ Danaus chrysippus LINNAEUS, 1758* は 西 は Canary 群島 , Africa 大 陸 , Greece, Turkey, 
Arabia 半島 を 経て Asia 大 陸 の 南部 すなわち Himalaya 山脈 より 南側 一 帯 に 分 布 し , 東 は 中 支 , 台湾 , Philip- 
pines, New Guinea, Australia 北部 (こま で 達する 広範 な 棲息 圏 を も っ た マダ ラチ ョ ウ 科 の 1 種 で ある . 台湾 や 
Philippines で は 土着 し て いる が , 琉球 列島 で は 多く の 島 か ら 記録 きれ て いる も の の , 必ず し も 毎年 越冬 し て いる 
も の で は な く , また 九州 本 島 以 北 で は いわ ゆる 偶 産 蝶 や 迷 蝶 と 呼ば れ て いる よう に , 特殊 な 年 を 除い て は 夏 か ら 秋 , 
特に 8 月 以降 に 少数 の 採集 例 が ある に 過ぎ な い . 

本 州 で は , と れ ま で に 西 か ら 山 口 , 鳥取 , 兵庫 , 大 阪 , 和歌 山 , 三重 , 静岡 , 神奈 川 , 千葉 , 長野 , 新潟 の 11 府 
県 で 採集 また は 目撃 の 記録 が ある の み で ある . 

筆者 は 1970 年 に 三重 県 で 1 頭 を 目撃 し , また 静岡 県 で 1 $ を 採集 し た . と れ ら の 例 と と も に 本 州 で の 全文 献 例 
を 集め , また 周辺 地区 で の 採集 例 や 観察 と の 関連 か ら 渡り に つい て 検討 を 加え た の で , と と に 報告 する . 








1970 年 筆者 自身 の 目撃 採集 記録 

1970 年 8 月 30 日 

三重 県 度 会 郡 大 宮 町 滝原 (標高 約 100m) 

1 頭 目撃 

と の 日 は 停車 中 の 乗用 車 の 穴 ご し に 眼前 1 m ばかり の と と ろ を 飛ん で いる 本 種 を 発見 し , 直ちに ネッ ト を 取り 出 
し て 同行 の 浅井 弘 三 氏 と 2 人 で 追っ た が , 人 家 の 並 ん だ と と ろ で 見 失っ て し まっ た . Danaidae 特有 の 飛び 方 で あ 
っ た の で ツマ グロ ヒョウ モン や メス アカ ムラ サキ 9? と は 明らか に 異な っ て お り , また スジ グロ カバ マダ ラ と 誤っ た 
よう な と と も な い . 

1970 年 9 月 13 日 

静岡 県 浜北 市 上 鳥 , 天竜 川 右岸 (標高 約 40m) 

18 前 次長 38mm. 

採集 地 は 天竜 川 較 の 平坦 な イモ 畑 で , 堤防 の 上 か ら ゆ っ くり 下り て きた と と ろ を 採集 し た . 個体 は 新鮮 完全 で 
Fig. 1 に 示す よう に 前 後 甚 表 外縁 の 黒 帯 が よく 発達 し , 特に 後 燃 で は 黒 帯 が 幅広 く , と の 中 の 白斑 は すべ て 消失 
し て お り , また 次 脈 に 沿っ て 基底 部 に 向かい 黒 緑 の 流 れ が み ら れ る . 黒沢 氏 (1966)19 の 提唱 され る Philippines 











型 で ある . 
本 州 に お ける カバ マダ ラ の 文献 記録 
DD 山口 県 
1937 年 8 月 18 日 , 防府 市 富 海 で 上 村 氏 に より 1 ゃ が 採集 され て いる と いう が 原著 が 不明 の た め 詳 細 は わか 
ら な い . 








* Panlymnas 属 や Limnas 属 と し て 扱わ れる と と も ある . 
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Fig. 1. 日 本 お よび Philippines 産 カ バ マ ダラ 8. 

左上 : 静岡 県 浜北 市 上 島 , 13. ix. 1970, 高橋 昭 採集 , 左下 : 兵庫 県 氷ノ山 , 2. vii. 1957, 山 
本 広一 氏 所 蔵 , 右上 : 鹿児島 県 トカ ラ 列 島 中 之 島 , 28. v. 1962, 石田 昇 三 氏 採集 。 右 下 : 
Baguio, Luzon, Philippines, 7. vii. 1970, 佐藤 正孝 氏 採集 . 


























2 鳥 取 県 
1958 年 7 月 16 日, 大 山 に て 1 頭 が 目撃 され て いる 2%. 











3 兵庫 県 

と れ ま で に に 162 が 採集 され て お り , 本 州 の 中 で は 採集 回 数 が 多い 県 で ある . 

最初 の 記録 は 1957 年 8 月 2 日 , 氷ノ山 頂上 付近 で 1 $ が 採集 され た も の で 2? ま 次 いで 1965 3 

市 東灘 区 本 山 町 で 1 2 が の, また 同じ 年 の 8 月 8 日 に 加古 川 市 西 神吉 町 午 で 1 8 が 採集 さき れ た **. 同 

た 時 と 場所 で 得 ら れ た と と は , 後記 の 千葉 県 の 記録 と と も に 注目 すべ き と と で ある . 
な お 氷ノ山 の 1 $ と 加古 川 市 の 1 @ と は 山本 広一 氏 の と と ろ 人 所 蔵 き れ て いる 9 が , 写真 で みる と 両者 は と も に 


後 次 外縁 黒 帯 中 の 白斑 の 発達 が よく な い . 


E 7 月 14 日 に 神戸 


3 


じ 年 に 相 接 し 






























































大 阪 府 
1937 年 8 月 15 日, 大阪 市 西成 区 玉出 付近 で 1 頭 の 目撃 記録 が ある ?. 前 述 の 山口 県 の 記録 と 3 日 違い の 記録 で 
ある . 
5) 和歌 山県 
説明 が な い 種 名 だ け の 目録 で あり , 





伊都 郡 の 目録 *? 中 に |「 ア ダニ テ フ の . chrysippus し .| と 記載 され て いる . 
ヒメ ヒ オ ド シ , ヒョウ モン チョ ウ , フタ スジ チョ ウ , オオ ルリ シジミ な どの 疑 


し か も と の 目録 中 に ヤマ キチ ョ ウツ ウ , 
まれ て お り , カバ マダ ラ の 信 電 性 は 乏しい . 本 種 の 正式 の 記録 と し て は 除外 し て お く 方 が 妥当 と 考え 


























問 種 が 多く 含 
られ る . 
6) 三 軍 県 
具体 的 な 目撃 ある い は 採集 例 の 報告 は な い . 大 川 親 雄 氏 (1954)?! が 「 尾 鷲 地方 の 同好 者 の 間 に は カバ マダ ラ , 





* と の 標本 の 写真 は 山本 広一 氏 の ご 好意 に より , と と 発表 させ て いた だ く と と が で きた (Tig. 1 左下 ). 
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メス アカ ムラ サキ , ヤエヤマ ムラ サキ な ど が 採集 され た と 伝え られ る 」 と 記載 され た と と が ある 過ぎ な い , 三重 
県 の 迷 蝶 の 記録 を 集め た 坂部 元 宏 氏 (1970)39 に よれ ば カバ マダ ラ の 確実 な 記録 は な いと いう . 

7) 静 岡 県 

熱海 の 記録 や が ある が , その 詳細 は 不明 で ある . 

1965 年 9 月 18 日 に 毅 田 革 水 守 困 神原 区 大 里 促 町 鉄道 宿 人 付近 で 1 頭 (性 不明 ) が 採集 され た り .。 と の 前 日 は 合 
風 24 号 が 虹 来 し , 丁度 愛知 静岡 両 県 を 中 心 が 通っ て いる . 静岡 県 で の 唯一 の 採集 例 で ある が , 性 不明 と 記載 され て 
お り , 写真 も 添付 され て いな い . 

8) 神奈 川 県 

1970 年 8 月 9 日 , 三浦 半島 荒 崎 海岸 三崎 街道 矢作 付近 で 1 頭目 撃 の 記録 が ある 3%. 

筆者 が 本 報告 で 扱っ た 三重 県 , 静岡 県 の 例 と 同じ 1970 年 の 報告 で ある 点 注 目 し た い . 

9 千葉 県 

1966 年 に 2 カ所 で 198$ 3 ?\ が 採集 , と の ほか に も 多数 目撃 され た らし い . すなわち 9 月 4 日 533, 同 11 日 
1199 3 が 柏 市 布施 弁天 で ", また 11 月 6 日 に は 柏 市 と 我孫子 町 の 境界 付近 で 388 が 採集 され た %. 

と れ ら の 標本 を 実際 に 検討 され た 黒沢 良彦 氏 (1966)1? は [台湾 や 中 国 に 産 する 基本 型 は 後 凌 の 外縁 の 黒 帯 中 に 
明瞭 な 白斑 列 を 現 わ す が , Philippines の も の で は と の 白斑 が 大 半 ま た は 全部 消失 し , 黒 緑 が 凌 脈 に 沿っ て 内 方 
多少 流れ る 傾向 が ある も の が 多く , 特に 南部 の も の に と の 傾向 が 著しい 」 と 地理 的 変異 の ある と と を 述べ , 1966 年 
と 千葉 県 で 採集 され た 個体 は すべ て Philippines 系 の も の で ある と し た . 

千葉 県 析 市 の 168$3\* は 利根 川 べ り で 採集 され た と と が 記さ れ て いる が , 筆者 の 1970 年 浜北 市 で 得 た も の , お 
よび 1930 年 の 長野 県 上 伊那 部 の 個体 2 も 天竜 川 べ り で 採集 され て お り , 本 種 の 採集 地 と し て 興味 深い , 

10) 長 野 県 

上 伊那 部 中 沢村 (現在 の 駒ヶ根 市 ) の 天竜 川原 で 1930 年 9 月 3 日 , 宮坂 俊 氏 に よら 採集 きれ た 25. 

1) 新 渦 県 

1957 年 8 月 24 日 , 直江 津 市 五 因 国分 寺 境 内 で 桶 田 正 一 氏 に より 1 9 が 採集 され た 本 個体 に は $ と し て 発表 こ 
され た が 写真 で みる と が 正しい . 

と の 記録 は 本 種 の 分 布 の 最 北東 端 に 当る . 

と の 年 の 8 月 下旬 は 人 台風 7 号 が 来 環 し , 21 日 に は 新潟 地方 は Fohn 現象 が お と り 35.4*C を 記録 し た 。 

写真 に よれ ば 後 凌 表 外縁 黒 帯 中 の 白斑 は 本 州 採集 例 中 も っ と も よく 現われ て お り , 中 国 や 台湾 の 基本 型 た とい われ 
る も の か も 知れ な い . 


























以上 が 本 州 で の カバ マダ ラ の 目撃 また は 採集 記録 の すべ て で ある . 卵 や 幼虫 は 九州 で は トウ ワタ お よび 1960 年 
9 一 10 月 に 長崎 県 南高来 郡 で ロク オン ソウ か ら 発見 され て いる が , 本 州 で は 成虫 以外 の 記録 は な い . 





年 度 別 に みた カバ マダ ラ の 記録 


九州 本 鳥 以 北 で の カバ マダ ラ の 最初 の 発見 は 1930 年 9 月 3 日 , 長野 県 伊那 谷 % ( こ お け る も の で ある . と の 年 
も , 大 阪 府 ? と 山口 県 と 本 州 の 2 カ所 で 発見 され た 1937 年 も , と も に それ ぞ れ の 年 度 内 に お ける 九州 ・ 四 国 で 
の カバ マダ ラ の 記録 は な い . 

1957 年 に は 本 州 で は 兵庫 県 ?% と 新潟 県 と で 1 $ 1 9 が 採集 され て いる が , 九州 本 土 か ら 奄 美 諸島 に か け て 本 
種 の 記録 が な い ?. 

1965 年 に は 兵庫 県 で 2 や \2 の 49。 静岡 県 9 で 1 頭 が 採集 され た が , と の 年 は 喜界 島 (6 月 158S10*9%)22。 屋久 
和合 て 7 月 成虫 ・ 卵 多数 7 の 50。 鹿児島 県 枕崎 市 (7 月 一 11 月 成虫 ・ 卵 多数 ) や 。 川内 市 11 月 1 2 う 必 指宿 閣 
(10 月 っ 1966 年 1 月 成虫 ・ 幼 虫 多数 *", 肝付 邦 て 7 月 1$ 1 8)17, 熊本 県 玉名 市 10 月 1 $)33。 佐賀 県 神埼 郡 
(8 月 1$8 ア ) など で も 記録 され て お り , 各地 で 相当 の 個体 数 が 発生 し た と と が 推察 きれる. こと の 年 の 冬 は 枕崎 市 で 
幼虫 や 遇 で 越冬 し , 翌 1966 年 3 月 に 1$ 2 が 羽化 し て いる 4 の. また ト カラ 列島 宝島 で 1966 年 8 月 成虫, 卵 , 
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初 令 幼 虫 が み 出 され て お り ' ゆ , わが 国 に お いて 越冬 , お よび 越冬 世代 が 次 の 世代 を 残し 得 た 冬 の 記録 と し て 注目 し 
で おき たい 6: 

1966 年 は 千葉 県 で カバ マダ ラ が , 一 挙 に 198 る 839 が 採集 され た 年 で ある "2⑳⑩. と の 年 は 【 ト カラ で は 既に 3 月 か 
ら 記 録 き れ て いる が ゆ , 夏 以降 は 奄美 大 島 (7 月 一 10 月 多数 3 の 3?, 屋久 島 て 8 月 8 Exs.?3) その 他 ! う , 鹿児島 市 
(8 月 1Ex.)29 鹿児島 県 肝付 郡 (8 月 2 Exs.23, 10 月 3 % や ほか 1 ゆう), 指宿 郡 て 8 月 1 Ex.)23 佐賀 県 東 松 浦 郡 C9 
月 , 1 う 5 り な どの 記録 が あり , 本 種 の 記録 が 多い 年 で ある . 

佐賀 県 5% と , 千葉 県 2 の も の は 成虫 標本 の 写真 が 発表 きれ て お り , と も に 後 閉 表 外縁 黒 帯 が よく 発達 し た 側 

体 で ある 点 も 興味 深い . 
1967 年 は 石垣 島 C3 月 幼虫 多数 )??, 奄美 大 島 (8 月 て 10 月 多数 )%949, 口 永 良 部 島 (8 月 2 SS 2 令 幼 虫 ほ 
か ) う 9 屋久島 (8 月 1 292 ほか 7Exs.)!5 な ど と 南西 諸島 で は 発生 量 が 多かっ た と と が 報告 され て いる が , 鹿 
児島 県 枕崎 市 で は トウ ワタ が 例年 に な く 繁 茂 し た に も か か わら ず 7 月 27 日 1$ が 採集 きれ た の み で ⑲, それ 以外 
に 九州 本 島 で 発見 され な か っ た . 本 州 で も 記録 が な い 

1968 年 は 奄美 大 島 で の 10 月 の 268 2 Ss 以外 に は 全く 記録 が な い . と の 年 の 夏 は 雨 が 多く , 太平 洋 高 気圧 の 
発達 が 悪く 冷夏 で あっ た た め , カバ マダ ラ 以 外 の 南方 系 の 迷 蝶 も 記録 が きわ め て 乏しい 年 で あっ た . 

1969 年 は 奄美 大 島 (8 月 3 10 月 11 Exs.4⑫), 喜界 島 C8 月 2186 6 "1, 長崎 県 (10 一 11 月 多数 や う , の 記録 
が ある が , 鹿児島 県 九州 本 土 や 本 州 で 記録 が な い . 

1970 年 は 8 月 9 日 神奈 川 県 で の 目撃 に 始ま り , 本 報 で 筆者 が 報告 し た 8 月 30 日 三重 県 で の 目撃 , 静岡 県 で の 
9 月 13 日 の 18 の 採集 な ど 本 州 に お ける 記録 が 3 つ あ る . まだ 紙上 に 報告 きれ て いな い 九 州 以 南 の 記録 も ある か も 
知れ な い の で , 現在 の と と ろ と の 年 の 発生 の 実態 は 充分 に は 把握 で き な い . 1970 年 を 除い て , 南西 諸島 の 調査 が 進 
ん だ 最近 数 年 に つい て , 本 州 , 九州 , 南西 諸島 の カバ マダ ラ の 年 度 別 の 記録 を まとめ て みる と , 次 の よう な 現象 が 
ある と と が わか る . 

本 州 で の 記録 の ある 1965 年 , 1966 年 は と も に 九州 本 島 や 南西 諸島 に も カバ マダ ラ が 多く 発生 し た . 

また 1962 年 や 1965 年 の よう に 九州 本 島 で 多く み ら れ た 年 に は 南西 族 島 で も 記録 が 多い 、 

し か し 逆 に 1959 年 や 1967 年 の よう に 南西 諸島 で 発生 が 多かっ た に も か か わら ず , 九州 本 島 で は 余り 記録 さき れ て 
いな い 年 が ある . 

と れ ら の 事実 か ら 次 の よう な 推測 が 可能 か と 思わ れる . 

1) 本 州 に み ら れ る 年 は 一 般 に 九州 本 島 や 南西 諸島 の 発生 量 が 多い . 

2) 九州 本 島 に 多く 発生 する 年 は 南西 諸島 に も 多く 発生 し て いる . 

3) 南西 諸島 に 多く 発生 し て いて も 九州 本 島 に は 少な い 年 が ある . と の よう な 年 は 本 州 で も カバ マダ ラ を 見 る と 

と は 少な い . 
























































1970 年 度 の 台風 と の 関係 


カバ マダ ラ が 九州 本 土 以 北 で 越冬 し , くり か え し 発生 し 世代 を 重ね る と いう と と は 原則 的 に は 谷 定 され て いる 以 
上 , 本 州 で の 記録 は 迷 嘆 と し て 扱わ れ , か つ そ の 発生 源 を 南方 地域 の どこ と か に 求め な けれ ば な ら な い . その 飛来 欄 
式 に つい て は 以前 か ら 台 風 の 関 与 が 考え られ て お り , 事実 1957 年 新潟 県 の 記録 1 や は 台風 7 号 に よる 新潟 地方 の 
Fohn 現象 が 8 月 21 日 に お と っ た 3 日 後に 採集 され た も の で あり , 1960 年 静岡 県 の 記録 や は 台風 24 号 通過 の 翌日 
(と 採集 され た 個体 で ある . 

1970 年 の 3 頭 の カバ マダ ラ が , その 年 日 本 に 来 環 し た 台風 と 関係 が ある と すれ ば , 2 号 , 9 号 , 10 号 , 11 号 
の 4 つの 台風 で ある (Fig. 2). 

2 号 は 6 月 29 日 に 12°?N, 138°?E の Caroline 群島 Yap 島 近 く で 発生 し , 7 月 4 日 奄美 大 島 , 5 日 に 四国 南方 
を 通り , 6 日 山陰 地 方 で 消滅 し た . 

9 号 は 8 月 9 日 23*N, 132*E で 発生 し , 14 日 に 九州 へ 上 陸 , 山陰 地方 を 通っ て 日 本 海 へ 抜け て いる . 

10 号 は 8 月 16 日 に 20"N, 143*E の Mariana 群島 付近 で 発生 し , 北 北東 へ 進み , 8 月 21 日 に 四国 へ 上 陸 し , 山 
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陽 か ら 山 陰 へ 貫通 し 日 本 海 へ 抜け た . 
11 号 は 8 月 24 日 17°?N, 181*E 付近 で 発生 し , 奄美 








判 島 を 通っ て 東寺 那 海 へ 抜け , 朝鮮 半島 西岸 沿っ て y 
背水 は 胡 . 130 6 〆 


1970 年 の 台風 の うち 8 月 末 ま で に , 本 土 に 何ら か の 
影響 を 及ぼし た も の は , と の 4 つ で ある が , いずれ も 


1 













Philippines 群島 や , 台湾 を 経由 し て いな い . ( /# 
1970 年 本 州 で の 3 頭 の 記録 が 発生 源 が 同じ で , か つ イン 
ハ % た 
2 号 台 風 の 経路 と 時 間 は 上 記し た よう で ある が , 沖 ん 0 
縄 や 奄美 を 経由 し て いる の で , と の 地域 の 1970 年 の /】 ee 
ペン 


同一 台風 に よっ て 運ば れ た も の と すれ ば 神奈 川 県 の 8 

発生 は どの よう で あっ た か 資料 の 発表 が 望ま れる . ま WA 

た 2 号 台風 は 山陰 地方 で 消滅 し て いる の で , カバ マダ 

ラ が 台風 に よっ て 運ば れ , それ が 本 州 に 置き 去り に さ 

れる に は 説明 し や すい . 1970 年 の 記録 が 三重 , 静岡, 

神奈 川 と いずれ も 2 号 台 風 の 東側 に 集まっ て いる と と 30 
も , と の 台風 と の 関係 を 示唆 する も の か も 知れ な い - 








月 9 日 の 記録 以前 に 本 土 に 影響 を 及ぼ し た 2 号 台 風 以 
外 ( に な い . 
台風 以外 に 本 種 を 日 本 へ 運ん で 来る 気象 上 の 因子 と っ 





し て いわ ゆる 小笠 原 商 気 眉 と 呼ば れる 太平 洋 高 気圧 SN 
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や , 夏 の 季節 風 の 可 能 性 に つい て も 考慮 され ね ば な ら いし 


な い . ス b 
例え ば 赤道 近い 内 南洋 地方 の Palau 鳥 付近 (6 Ne | 
7*N, 134~135°E) で は 7 月 か ら 11 月 ご どろ まで 南西 の NG 


風 が 吹き 込む . 一 方 日 本 近辺 の 夏 で は 南東 の 季節 風 が 
吹い て いる . と の よう な 夏 の 気圧 配置 と 風 の 作 用 が カ Fig.2. 1970 年 に 日 本 へ 影響 を 及ぼ し た 台風 の 経路 


ペ マ ダラ を 日 本 こち た ら す と すれ ば , Phiippines 群 CE 
島 お よび それ 以 東 また は 以 南 の 地域 も 発生 地 あ る い は NN 





中 継 地 と し て の 可能 性 を も ちっ て くる と と に な ろう . 

と れ ら の 発生 源 の 追 宛 は , カバ マダ ラ 以 外 の 南方 系 の 蝶 , 例え ば リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ , Catopsilia な ど 地 方 型 
が 分 化し た 種 の 飛来 と も か み 合 わせ て 資料 を 集め 分 析 す れ ば , 興味 深い 結論 を も た ら す も の と 思わ れる ・ 

また 1 つの 人 台風 に よっ て 発生 源 か ら 日 本 へ 直接 運ば れ て 来る と いっ た 単純 な も の で な く , A 台風 が し 地 か ら M 地 
へ , B 台 風 が M 地 か ら N 地 へ と いっ た 組み 合わ せ や , 季節 風 。 高気圧 , 台風 な どの 複雑 な 組み 合わ せ に よる 連合 作 
用 も 当然 考え ね ば な ら な い だ ろ う . 
合 風 に し ろ 。 季節 風 に し ろ , 風 が 迷 蝶 を 運ぶ も の と し た 場合 , 上 陸地 の 地形 の 影響 も 無視 で き な い . 背後 に 標高 
の 高い 山地 を も つ 海岸 地方 で は 到達 が し に くい と と が 考え られ る . 例え ば 台湾 に 南東 の 風 が 吹き , と れ に 迷 蝶 が 乗 
っ た 場合 , むし ろ 迷 蝶 が 到着 し や すい 土地 と し て は 標高 が 低い 先 島 諸島 や , 開 別 ( 紅 頭 購 ) で あろ う . 九州 本 島 で 
も 同様 で , 大 隅 諸 島 , ト カラ 列島 が と れ に 相当 し , また 南東 の 風 が 直接 当る 宮崎 県 や 大 隅 半 島 よ り も , 九州 山地 の 
背後 に あたる 九州 の 西側 に 記録 が 多い と と も 首 衣 で きる の で は な か ろう か . 














斑紋 形態 と 発生 源 と の 関係 


カバ マダ ラ の 分 布 は アフ リカ か ら 南 部 ヨー ロッ パ , アジ ア 州 と 広い が , 地方 型 ( 亜 種 ) に つい て の 詳し い 人 研究 は 
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な い . アフ リカ や イン ド に は 後 翔 表 の 棒 色 の 地 色 が 白化 し た 個体 が 混じっ て お り , f. alcippus, あるいは 【. alcip- 
poides と 呼ば れ て いる が ?745。 と の よう な 個体 は 日 本 お よび その 近辺 で は 採集 きれ た と と が な い . 

吉沢 氏 (1966 う 1 は , 中 国 や 台湾 に 産 する カバ マダ ラ の 基本 型 は , 後 夏 表 の 外縁 思 帯 中 明瞭 な 白 点 列 を 現 わ す 
が , Philippines 産 の も の で は と の 白 点 が 大 半 また は 全部 が 消失 し , 黒 帯 が 甚 脈 に 沿っ て 内 方 に 多少 流れ る 傾向 の 
ある も の が 多く , 特に Philippines 南部 の も の に と の 傾向 が 著しく , 中 国 ま た は 人 台湾 起源 の も の と Philippines 
起源 の も の と は , は っ きり 識別 する と と が で き , その 個体 の 飛来 源 を 推定 する と と が 可能 で ある と いう . 

と これ まで に 本 州 で 採集 きれ た カバ マダ ラ の 写真 を 見 る と , 1957 年 の 新潟 県 産 の 個体 !?? が , や や 白 点 列 が 発達 し て 
いる ほか は , いずれ も 白 点 列 の 発達 が 弱く , 筆者 の 採集 し た 静岡 県 産 の 1 6 は , この 白 点 列 は 完全 (に 消失 し て いる 。. 
筆者 の 手許 に は 若干 の カバ マダ ラ の 標本 が ある が , 特に と の 白 点 列 の 出現 度 を 注意 し て 検討 し て みる と , アフ リ 
カ 産 , Philippines (Luzon 島 , Cebu 島 , Boho】 鳥 ) 産 , Borneo 島 て Sarawak) な ど は 出現 度 が 低く , Thailand, 
台湾 産 な ど で は 高い 傾向 に ある . 残念 な が ら 中 国 大 陸 産 や , New Guinea 島 , Australia な どの 標本 は 実際 こみ る 
と と が で き な か っ た . 

ちな み に 図 鑑 や 写真 で , と の 後 対 表 黒 帯 中 の 白斑 を 注目 し て みる と , 白水 隆 氏 の 台湾 産 の 図鑑 で 図示 され た も 
の で は 11 一 18 個 , ビル マ 産 の 835) で は 11 個 , Canton 産 の カバ マダ ラ の タイ プ 橿 本 も 11 個 程 数 えら れる . 

し か し , 本 種 の よう に 河 飛 移動 する 習性 の ある 蝶 は , 地方 型 の 検討 は 慎重 で な けれ ば な ら な い の で , 今後 多く の 
採集 個体 に つい て の 研究 を 期待 し た い . 











ま と め 














1. 1970 年 8 月 三重 県 に お ける 1 頭 の 目撃 , お よび 同年 9 月 静岡 県 浜北 市 で の 1 8 の 採集 例 を 報告 し た . 

2 本州 で は 山口 , 鳥取 *, 兵庫 , 大 阪和 歌 山 *, 三重 *, 静岡 , 長野 , 新潟 。 神奈 川 *, 千葉 の 11 府県 で 記録 
が ある が , と の うち ょ * 印 は 目撃 また は 詳細 不明 の 記録 で ある . 和歌 山県 の 例 は 信 十 性 に 乏しい . 
3. 南西 諸島 の 調査 が 進ん だ 最近 数 年 間 の 年 度 別 の 記録 を 検討 する と , 本 州 で 記録 の ある 年 は 九州 や 南西 諸島 で 
も 多く 発生 し て お り , 九州 本 島 で 記録 の 多い 年 は 南西 諸島 で も 多 産 し た が , 南西 諸島 で 多く 発生 し た 年 で も 九州 本 

土 や 本 州 で は 稀 ま た は み ら れ な か っ た 年 が ある . 

4 准 害 の 夏 と いわ れ た 1968 年 は 奄美 大 島 以外 の 記録 が な い . 

5. 本 州 で の 記録 を 月 別に みる と 7 月 1 回 , 8 月 4 回 , 9 月 4 回 , 11 月 2 回 で , 九州 以 南 の 記録 に 比 し , 7 月 が 
少な く , 6 月 以前 が な い . 

0. 1965 一 1966 年 の 越冬 が , ト カラ 宝島 と , 鹿児島 県 枕崎 市 で , 1966 一 1967 年 の 越冬 が 石垣 島 で 観察 きれ て い 
る . トカ ラ 宝 島 と , 石垣 島 で は 越冬 世代 が 次 の 世代 を 残し た と と も 報告 され て いる . 
7. 九州 で は 食 草 と し て が ガイ モ 科 の 栽培 種 ト ウ ワ タ と 自然 種 ロク オン ソウ が 記録 され て いる が , 本 州 で は 幼生 




















期 の 記録 は な い . 
8. カバ マダ ラ の 飛来 に 台風 が 関与 し て いる 可能 性 が ある が , それ 以外 に 小笠 原 高気圧 や 夏 の 季節 風 の 影 響 も 考 
廊 す る 必要 が ある . 


3. 成虫 の 斑紋 か ら み る と , こと れ ま で 本 州 で 採集 さき れ た ほとん どの 個体 は , 東南 アジ ア 大 陸 や 台湾 産 よ り も 
Thilippines 産 の 個体 に 近い . 今後 は Micronesia の 産 否 お よび New Guinea, Australia 産 な ども る 検討 する 必要 
が ある . 

多く の 有益 な 助言 を いた だ いた 九 大 白水 隆 教授 , 福田 晴夫 氏 , 兵庫 県 産 に つい て 写真 を 提供 し て 下さ っ た 山本 広 
一 氏 , その ほか ご ど 協力 を 惜しま れ な か っ た 有田 豊 , 浅井 弘 三 , 石田 昇 三 佐藤 正孝 , 高橋 真弓 , 滝田 康 一 の 諸氏 
に 太く お 礼 申 し あげ る . な お 1970 年 の 台風 の 経路 に つい て は 名 古屋 地方 気象 台 の 大 塚 省 三 氏 か ら data を 教え て い 
た だ いた . 併せ て 感謝 の 意 を 表し た い . 
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Suwnmary 


Danaus chrysippus, known as Plain Tiger, is a permanent resident in the subtropical or tropical 
Asia and appears to be resident in Formosa. It sometimes finds its way to Japan, but has never been 
found from N. Japan. の . chrysippus was first recorded in Japan in September of 1930. At Chiba 
Pref., a 1arge number of examples (1988 399) were captured between September and November, 1966. 
This 1arge number for the one year was remarkable as an exceptional occurrence for Honsht (Japan 
Main Island). 


In 1970 three individuals were recorded from Central Honshu: Mie Pref. (Aug.), Shizuoka Pref. 
(Sept.) and Kanagawa Pref. (Aug.). 


The Philippine の . chrysippus is said to differ from the Asia-Continental or Formosan の . chrysippus 
in its smaller white spots in broader black marginal band on the hind wing. Almost all the specimens 
caught in Honshn are rather allied to the former. 


Both typhoon and seasonal wind dnring the summer season on W. Pacifc region may aid the 
migrant Hight of this butterHy to Japan. The main origin of Japanese の . chrysippus is therefore 
considered to be the Philippines and/or their nearby. 





ボツ | 2N 形 電 の 真堂, 絞 


平田 。 将 圭 
県 美 濃 市 相生 町 9288 


筆者 は 1971 年 夏 採集 され た , ホソ バ セ セ リ soteinon lamprospilus C. et R. FgLDER の 興味 ある 斑紋 の 異常 
な 個体 を 検 する 機会 を を た の で 報告 し て お く . 

この 個体 は 後 大 裏面 の 白斑 の 周辺 を と り ま く 黒 色 部 が 発達 し て 白斑 が ほとん ど あ る い は 全く 消失 し た も の で , 前 
次 の 斑紋 も 写真 に 見 られ る よう に , 全体 に 小さ いよ う で ある . 

な お , と の 時 期 は 当地 方 に お ける ホソ バ セ セ リ の 最盛 期 で あっ て , 数 10 頭 を 観察 し た が , と の 個体 に 近い よう な 
斑紋 の 異常 な 個体 は , 他 に 1 頭 も な か っ た . 

種々 御 丁 寧 な 御 教示 を いた だ き , 発表 を すす め ら れ た 若林 守男 氏 , 並び に 発表 を 快諾 され た 武義 高校 生物 部 1 年 
吉田 茂 君 に は 深く 感謝 する . 


1 9 (前 頑 長 17mm), 岐阜 県 美濃 市 松森 山 , 16, vii, 1971, 吉田 茂 採集 (平田 将 士 保管 
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Figs. 1 & 2. Isoteinon lamprospilus C. et R. FELDER, ab. 
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